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これらの作業は 2019年 9月後半から 10月上旬にかけて行った． 
 
3．検索方法と検索結果 
 表 1 に検索方法と Scopus, WoS それぞれの検索結果をまとめた．検索フィールドはデフォ
ールトにもなっているタイトル，抄録，キーワードである．いろいろな語を試したところ， 
predatoryの後に journal[s], publisher[s], publishing, publication[s], conference[s]などが続
く場合が多いことがわかった．しかし，1)のように，predatory とこれらの語（いずれも前方







うち適合 精度 WoS 
ヒット数 うち適合 精度 
predatory AND検索 1) 6,051 ?   1,391 ?  
predatory フレーズ検索 2) 542 542 1.00 485 485 1.00 
predatory 近接 1語 3) 26 17 0.65 15 12 0.80 
predatory 近接 2語 43 29 0.67 24 22 0.92 
predatory 近接 3語 22 4 0.18 4 2 0.50 
predatory 近接 4語 21 1 0.05 4 1 0.25 
predatory 近接 5語 20 0 0.00 4 2 0.50 
predatory 近接 6語 18 3 0.17 7 3 0.43 
predatory 近接 7語 20 2 0.10 4 1 0.25 
predatory 近接 8語 17 1 0.06 7 0 0.00 
predatory 近接 9語 16 0 0.00 6 0 0.00 
predator* フレーズ 4) 9 3 0.33 5 2 0.40 
predator* AND "open access"5) 66 17 0.26 40 4 0.10 
fakeフレーズ 6) 23 19 0.83 20 17 0.85 
questionableフレーズ 23 11 0.48 14 6 0.43 
fraudulent フレーズ 38 33 0.87 28 27 0.96 
pseudo フレーズ 5 2 0.40 4 1 0.25 
 計 909 684 0.75 671 585 0.87 
表 1 検索方法と検索結果 
1) predatory AND (journal* OR publish* OR publication* OR conference*) 
2) "predatory journal*" OR "predatory publish*" OR "predatory publication*" OR "predatory 
conference*" 
3) predatory NEAR/1 (journal* OR publish* OR publication* OR conference*)  
以下 NEAR/9まで．ヒット数は上の検索結果を除外した数字．以下同様． 
4) "predator* journal*" OR "predator* publish*" OR "predator* publication*" OR "predator* 
conference*"  
5) “predator*” AND "open access" AND (journal* OR publish* OR publication* OR conference*) 
6) "fake journal*" OR "fake publish*" OR "fake publication*" OR "fake conference*" 
以下 fakeの部分を置換 
た．NOT 検索で直上の検索結果を除外して当該距離だけのヒット数にしてある．predatory 
open access journals のように 2 語離れている場合が多い．3 語以上離れている場合は少ない
が，全く無いわけではない．ちなみに 8 語でヒットしたのは”publisher boasts the ranking, 
this paper shows how these predatory magazines”という部分である（タイトルは”About the 
excesses of the university publication”）． 
 4)のフレーズ検索を入れたのは“predator journals”というものが見つかったからである．た
だし，predatoryを predator*と前方一致にするとノイズが増える．例として”... period of the 
predators. Published data show ...”といった風にピリオドをまたいで隣り合っているものがヒ
ットする（これは検索システムの不都合とも感じられるが）． 





中から fake, questionable, fraudulent, pseudoという 4語を選び，6)のような形のフレーズ検
索をしてみた．これらは predatoryに比べると件数も少ないが，ビールが登場する以前の文献
が検索されている． 
 2)のフレーズ検索以下を集計すると，Scopus ではヒット件数 909 件，そのうち適合するも




 Scopus と WoS の検索結果をダウンロード
し，Excel でマージする作業を行った結果，
表 2に示すような件数となった．Scopusでは
684件, WoSでは 585件のうち 489件が同じ
文献で，それぞれ 71%, 84%を占める．
Scopusからのみ検索されたのは 195件だが，
そのうち 25件は実は WoS にも収録されてお
り，検索漏れである(#6)．従って Scopusのみ
に収録されているのは 170 件ということにな




Scopus にはついている抄録が WoS ではついていなかったり，Scopus では付与されていない
predatory journalsというキーワードがWoSでは付与されていたりするといったものである．
ただし，Scopusの場合，多くのレコードに SciVal Topic Prominenceのトピック Periodicals 
as Topic | Publishing | Predatory publishersが与えられている．これが検索項目になってい
ないため検索漏れとなってしまうのは釈然としない． 
他の例では，Asadi, A [et al.] “Fake/Bogus Conferences”はタイトルを見ただけで適合文献
とわかるが，“fake conference*”というフレーズ検索ではヒットしないため Scopusで検索漏れ
となった．WoSでは fake journals というキーワードが付与されていたためヒットした． 
 特殊な例として，“Open Access: Is There a Predator at the Door?”というタイトルの記事が
表 2 ScopusとWoSの件数まとめ 










Scopusでは publicationや open access publishingというキーワードが付与されているので，
上記 5) の検索条件で 12 件がヒットする．WoS ではキーワードが付与されていないためヒッ
トしないが，タイトルで検索すると Scopus を上回る 14 件がヒットする．掲載誌が違うので
DOIもそれぞれ異なるが，文章は全く同じであり，大量の検索漏れと言うには抵抗がある． 
 また別の例だが，Scopusの Singh Chawla, D. “The undercover academic keeping tabs on 
'predatory' publishing” とWoSの Chawla, DS “Sites warn against 'predatory' journals”とが
同じものだと気づくのに随分時間がかかった．Nature の Correspondence の同一記事で DOI
も同じだが，HTML版と PDF版でタイトルが異なり， ScopusはHTML版，WoSは PDF版
のタイトルを採用している．著者の姓の取り方も違っているため，著者名とタイトル名だけで
は別物としか見えない．この例ではそれぞれタイトルに predatory publishing, predatory 
journals という語があるので両方ともヒットするが，Beall, J. “Predatory journals: Ban 
predators from the scientific record” (Scopus)が “Ban predators from the scientific record” 
(WoS)となると，短信でキーワードも付与されていないため，ヒットしなくなってしまう．
Goodman, S.N. “A quality-control test for predatory journals” (Scopus) に至っては“A 
serious nonsense publishing proposal” (WoS)と，ヒットもしないし内容も想像できないよう
なタイトルに変わっている． 
 データの食い違いも見つかった．Acta Dermato-Venereologica に掲載の Richtig, G 
“Knowledge and influence of predatory journals in dermatology: A pan-Austrian survey”と

























図 1 文献数の推移  
 
